（Ｈ23年1月）

· ＬＣ（ローコスト）のビジネスモデルが勢いを増してます。
昨年の12月9日から羽田空港とマレーシアのクアラルンプール空港を片道5,000円（期間限定のキャンペーン価格）でフライトするということで話題を独占したエアアジア（マレーシアの格安航空会社）は、日本におけるＬＣＣ（ローコストキャリア）の代表格としてのイメージをセンセーショナルに私たちに植え付けました。
ＬＣＣのビジネスモデルは、基本的には「効率的な運営によって低価格での運航サービスを提供する」ということに尽きます。では、何をどのように効率化させたのかを分析すると、主なものは以下のとおりです。
1 路線の絞込みと運航コストの節減

· フライト時間が平均して1、2時間、長くても4、5時間の中短距離の路線に絞込み、1日に複数回の運航を行う。
· ボーイング737シリーズやエアバスＡ320シリーズなどの燃費の良い単一機種を一括購入することで機材購入コストを抑えるだけでなく、単一機種にすることでパイロットの訓練や整備訓練の共通化を図る。
· 使用料が高いボーディングブリッジを使わず、タラップでの搭乗にする。（バスや徒歩での移動）
· 空港使用料の安い中小空港や設備を簡素化したＬＣＣ専用ターミナルを利用し、また、乗務員の訓練や制服等を有料化する。
· 機内清掃を乗務員が短時間で行い、次のフライトまでの時間を短縮する。
2 機内外のサービスの簡略化
· 機内食や飲料の簡略化、省略、有料化。預かり手荷物の有料化。
· 座席の前後間のスペースを詰めることで収容人数のアップと座席指定の原則廃止。

· マイレージの提供や機内誌、新聞、毛布等の無償サービスの省略。

さらに、このトレンドは国内の旅館業にも波及し、ＬＣＣにヒントを得てＬＣＩ（ローコストイン：格安旅館）を目指して以下のような動きが出てきました。
· フロントの前に売店を設置することで、フロント業務と販売の仕事の両方をこなすなど一人二役以上の仕事をする。
· 予め布団を敷いた部屋に宿泊客を通す。または宿泊客に布団を敷いてもらう。

· 比較的近距離のエリアに複数の宿泊施設を展開して食材の共通化を図り、さらに一人の料理長が基本的な調理を行った食材を、各施設に配送して各施設では最後の盛り付けなど簡単な作業だけを行う。
· 前日まで予約が埋まらなかった部屋を当日格安で提供する。また、宴会場を宿泊部屋として活用する。

このような動きの中から垣間見えてくるキーワードは、「共通化」「多能工化」「選択肢」ではないでしょうか。選択と集中による共通化と一人が何役もこなす多能工化によって低価格を実現し、さらに過剰なサービスを廃止して必要とする人にのみ有料で提供する選択肢を設けるビジネスモデルは、他の業種・業態においても検討してみる価値は十分にありそうです。　（工藤克己）
